
M.ライスとD.ナミュアシュ『高齢者が
虐待された時』(トロント:カプタス出
版, 1995, pp. 15-26)から引用. 
複製許可有

これは高齢者虐待の発見・支援・予防のた
めのツールシリーズの1つである。本ツー
ルに関するさらなる情報、本ツール以外の
「カナダ高齢者ケアプロジェクト」(NICE)
のツール及び関連研修事業については、
どうぞwww.nicenet.caをご覧ください。
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「プロジェクトケア」の虐待のツールシリーズ
「プロジェクトケア」は高齢者虐待に対する支援の実践モデル
の要素として、虐待の選別ツール及びその尺度を開発し、臨床
試験で有効性を実証して完成した。「プロジェクトケア」の
ツールシリーズのうち、高齢者虐待の簡易スクリーニング
(BASEで本ツール)、介護者の虐待スクリーニング(CASE)、虐待
の指標(IOA)の3つのツールが、NICEの高齢者虐待部門で採用
された。ツールは全体として、虐待ケースの選別・アセスメン
ト・支援計画・介入に使うことを意図して開発された。

The BASE – 高齢者虐待の簡易スクリーニング
虐待の早期介入の実現のために、インテークワーカーは常に虐
待の可能性に注意を払わねばならない。初回コンタクトであっ
ても、虐待の可能性を即座に見極めなければならない。初回コ
ンタクトは電話で、短時間の会話であったりするから、迅速か
つ簡便に虐待ケースを選別できる方法が、特に必要となる。
BASEを使うと、より一般的に行われる虐待の種類はどれか、
どの程度緊急に介入する必要があるのか*、という疑問に対す
る回答が見えてくる。また、BASEを完成させておくと、その
後、引継いで担当するソーシャルワーカーに、アセスメントの
ための情報提供にもなる。
虐待が疑われる場合は、初回のBASE実施直後に、続けて以下
の2回目と3回目のスクリーニングを行うと、虐待を確定した
り、否定するのに極めて効果的である。

•　　2-3時間かけた家訪訪問による情報収集・アセスメント
に続けて

•　多職種チームによるケースカンファレンス
BASEの実施に続く上記のスクリーニングの実施が虐待ケースの
確定や予測に役立つことを、「プロジェクトケア」の研究結果
において示唆した。虐待の発生率は、保健福祉サービス機関が
関与した利用者の9-14％であった。

*緊急介入は平均2-3週間であることが分かった；緊急性は警察へ
の連絡、緊急避難所への移送、即座に家庭訪問が必要な例によっ
て識別された。

すべての60歳以上の介護者(定期的に介護をしている人)がいる人
又は被介護者に関する、以下の質問すべてに応えてください(あな
たも評価して下さい)。

1　クライエントは介護者のいる高齢者ですか？ 　はい　いいえ

2　クライエントは高齢者を介護している人ですか？ はい　いいえ
3 虐待の疑いがありますか?

a) 介護者による虐待の疑いは? コメント:

3 b) 被介護者による虐待の疑いは?コメント:

3 c) その他見知らぬ人等による虐待の疑いは? 具体的に明記:

4 “全く疑い無し”という回答以外の場合、どのような種類の虐待が
疑われますか?

a) 身体的虐待 b) 心理社会的虐待
c) 経済的虐待 d) ネグレクト (故意と過失を含む)

5 虐待が疑われる場合、どの程度緊急に介入する必要があると評
価しますか?

BASE 高齢者虐待の簡易スクリーニング (BASE)

1
全く疑い
　無し

2
ほんのわずか
疑いあり　

3
多少可能性
　あり

4
たぶん
虐待あり

5
確実に
虐待あり

1
全く疑い

無し

2
ほんのわずか

疑いあり

3
多少可能性
　あり

4 5

1

全く疑い
無し

2
ほんのわずか

疑いあり

3
多少可能性
　あり

4
たぶん
虐待あり

5
確実に
虐待あり

1

直ちに
2

24 時間
以内

3
24-72
時間

4
1週間

5
2 週間
以上
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たぶん
虐待あり

確実に
虐待あり
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